
【事例の詳細】
久しぶりに来局した80歳代の患者に、クリニックAからイグザレルトOD錠15mg 1回1錠1日
2回 朝夕食後　35日分が処方された。患者家族から、患者は医療機関Bを退院し、今後は 
クリニックAで治療を行うことを聴取したが、お薬手帳には退院時の処方内容は記載されて 
いなかった。薬剤師は、用法・用量から深部静脈血栓症の初期治療と推察したが、添付文書に
記載された3週間を超える日数が処方されたことに疑問を感じた。クリニックAの処方医に疑義 
照会を行ったところ、患者は医療機関Bで深部静脈血栓症と診断され、注射薬の抗凝固薬が投与
された後にイグザレルトOD錠15mg 1回1錠1日2回に切り替えられてから、3週間が経過する
ところであることがわかった。イグザレルトOD錠15mg 1回1錠1日1回朝食後に変更になっ
た。

【推定される要因】
クリニックAの処方医は医療機関Bで行われた治療を把握していたが、イグザレルトOD錠
15mg 1回1錠1日1回に減量することを失念した可能性がある。

【薬局での取り組み】
抗凝固薬が処方された際は、患者の病態や体重、腎機能などの検査値、治療の経過などを把握し、
処方監査を行う。
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1.警告

〈静脈血栓塞栓症の治療及び再発抑制〉
1.2 成人の深部静脈血栓症又は肺血栓塞栓症発症後の初期3週間の15mg1日2回投与時においては、 
特に出血の危険性が高まる可能性を考慮するとともに、患者の出血リスクに十分配慮し、特に、腎障害、
高齢又は低体重の患者では出血の危険性が増大するおそれがあること、また、抗血小板剤を併用する患者
では出血傾向が増大するおそれがあることから、これらの患者については治療上の有益性が危険性を上回
ると判断された場合のみ本剤を投与すること。
6.用法及び用量

〈静脈血栓塞栓症の治療及び再発抑制〉
成人　通常、成人には深部静脈血栓症又は肺血栓塞栓症発症後の初期3週間はリバーロキサバンとして 
　　　15mgを1日2回食後に経口投与し、その後は15mgを1日1回食後に経口投与する。

そ の 他 の
情 報

●�イグザレルト錠/OD錠15mgを成人の静脈血栓塞栓症の治療に用いる場合、発症後の初期3週間の投与と
その後の再発抑制を目的とした投与では、1日の用量が異なる。特に1日2回の投与を行う初期3週間は、
出血のリスクに十分注意する必要がある。

●�イグザレルト錠/OD錠15mg1回1錠1日2回の投与は入院中に開始されることが多いため、退院後にイグ
ザレルト錠/OD錠15mg1回1錠1日2回が処方された場合、薬剤師は治療開始からの投与期間を確認し、 
1日量が適切であるか検討する必要がある。

●�本事例は、患者が退院し、治療を行う医療機関が変更になった際に、薬剤が適切に処方されなかった事例
である。退院後も適切な薬物療法を継続するには、入院していた医療機関と退院後に治療を引き継ぐ医療
機関との連携が重要になる。

●�退院後の患者の処方箋を応需する薬局薬剤師は、入院中の薬剤の服用・使用状況や今後の治療方針に関す
る情報を収集し、退院後の薬物療法が適切に継続されているか確認することが重要である。
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※この情報の作成にあたり、作成時における正確性については万全
を期しておりますが、その内容を将来にわたり保証するものではあり
ません。※この情報は、医療従事者の裁量を制限したり、医療従事者
に義務や責任を課す目的で作成されたものではありません。※この情
報の作成にあたり、薬局から報告された事例の内容等について、読み
やすくするため文章の一部を修正することがあります。そのため、「事
例検索」で閲覧できる事例の内容等と表現が異なる場合があります
のでご注意ください。
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